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敷地面積計算図 S=1/800

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

底   辺

129.925 

97.556 

121.188 

129.925 

140.925 

126.867 

138.224 

140.925 

24.977 

20.392 

39.042 

40.137 

40.137 

37.809 

高  さ

5.457 

7.564 

49.875 

23.915 

41.655 

10.148 

16.193 

38.196 

5.081 

3.684 

3.913 

2.121 

12.657 

3.395 

合       計

敷 地 面 積

倍 面 積

709.000725 

737.913584 

6,044.251500 

3,107.156375 

5,870.230875 

1,287.446316 

2,238.261232 

5,382.771300 

126.908137 

75.124128 

152.771346 

85.130577 

508.014009 

128.361555 

面      積

354.5003625 

368.9567920 

3,022.1257500 

1,553.5781875 

2,935.1154375 

643.7231580 

1,119.1306160 

2,691.3856500 

63.4540685 

37.5620640 

76.3856730 

42.5652885 

254.0070045 

64.1807775 

13,226.6708295 

13,226.67 ㎡

41
.6
55

140.925

138.224

121.188
126.867

9
7
.
5
5
6

49
.8
75

10
.1
48 16

.1
93

20.39
2 12.657

38
.1
96

39
.0
42

2
3
.
9
1
5

2
4
.
9
7
7

5
.
4
5
7

3.395

3
.
6
8
4

2.121

7.564

3
7
.
8
0
9

40
.1
37

5.081

1

4

5

8

7
63

2

14

10

9

12
13113.913

129.925

鶴岡公園

山形地方裁判所
藤沢周平記念館

鶴
岡
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鶴岡
ｱｰﾄﾌｫｰﾗﾑ

鶴岡市民ﾌﾟｰﾙ

致道博物館

馬場町

荘内病院

鶴岡工業高校 鶴岡南高校

家中新町

鶴岡市役所

付近見取図

申請地：鶴岡市馬場町9番2、3、4、5、20、21

山形地方検察庁

専門学校
荘内看護
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12m

法42条1項1号道路 県道
（都市計画道路 3.4.3 幅員18m）

植込

延焼のおそれのある部分(２階)

延焼のおそれのある部分(１階)

駐車場

既存別棟(車庫・会議室)

既存自転車置場
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※高い開放性（屋根と柱のみ）を有する建物で
駐車場からの歩行者通路として使用

縮 尺 図 面 名 称

工 事 名年 月 日
図 番

ＭＥＭＯ

作図 照査 令和３年６月 本庁舎駐車場アプローチ屋根等工事

案内図・配置図・求積図1/800　求積図
1/400　配置図

鶴岡市建設部建築課 １級建築士（国土交通大臣登録）
第275213号　冨樫　武也
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3,000
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申請建物　ｱﾙﾐ合金造　アプローチ通路

A-1

特記仕様については、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
公共建築工事共通仕様書（建築工事編）平成３１年版及び
公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成３１年版を準用する。

S造　平屋建
最高高　2300

ｱﾙﾐ合金造　平屋建
最高高　3500

ｱﾙﾐ合金造　平屋建

耐火建築物　RC造　6階建
最高高　24600

準耐火建築物　S造　2階建
最高高　8950

地下タンク上部膜体
フレーム撤去位置

5
,
4
00

14,000

Ｓ造駐輪場柱脚腐食部根巻（型枠・割れ防止筋（Ｄ10＠150）・コン打設（Ｆｃ21-15-25）

・600㎜×200㎜×350㎜　10箇所
・1300㎜×300㎜×400㎜　6箇所
・1300㎜×350㎜×350㎜　24箇所
・上記支障竪樋切断75φ　6箇所
・根巻支障位置サイクルストッカー移動　１式
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ﾊｯﾁﾝｸﾞ部既存As舗装撤去
基礎設置後不陸調整+As舗装再復旧
再密13F　t=50　

アプローチ屋根柱脚基礎
900角　H=500 
基礎配筋　かご形状　D10　＠200縦横共
ｺﾝｸﾘｰﾄFC21-15-25

アプローチ屋根（通路用シェルター）
参考型番：LIXIL　BY-２型　耐雪型（3000N/ｍ２）
W2.5ｍﾀｲﾌﾟ

1
4
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1
4
3

平面詳細図　S：1/100
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アプローチ屋根基礎　900角　H=500
基礎配筋D10　＠200　縦横共　かご形状
ｺﾝｸﾘｰﾄFｃ21-15-25
基礎下：捨てコンt=50、砕石RC40t=50

歩道タイル部
基礎設置部撤去し
基礎設置後同等品タイルによる
復旧とする

車道部
アプローチ屋根設置部分の既存As舗装を撤去し
基礎設置後舗装再復旧とする。
As舗装撤去部はカッターを使用し斜切とし
復旧As舗装は不陸調整+再密13F　t=50とする

A-A'断面図　S:1/50

既存車寄せ屋根
CH＝2860（FL+2860）

※設置アプローチ
最高の高さFL+2700

160㎜のｸﾘｱﾗﾝｽを確保する
※重複面積0.05m×2.5m

＝0.125㎡

作図 照査

平面詳細図　断面図

本庁舎駐車場ｱﾌﾟﾛｰﾁ屋根等工事

鶴岡市建設部建築課

A側A’側

300

既設　消雪用配管埋設部分

1,200 200 300

勾配擦りつけ部：既存タイル撤去、土間コン斫り撤去
下地の勾配調整を行い同等品タイルによる復旧とする

B詳細図：歩車道境界ブロック付近
現況　復旧断面図
S:1/20

現状

復旧後

防滑性タイル 歩車道境界ブロック
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既存歩車道境界ブロックは
撤去処分

新設見切りブロックW150程度
チリ5㎜以下　面取仕様
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ2次製品

有効通路幅

FL±0

1,200

舗装撤去部不陸調整+
舗装復旧 再密13F　t=50

半径R5.5ｍ

900100

1,185

B詳細図参照
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屋根材：
ガルバリウム鋼板
折板ｔ0.8mm
認定№NM-8697
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※舗装復旧時既存舗装と摺り付け
する面は斜切とする

鍵付ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ
W=1.0　H=1.0　抜き差し可能タイプ

指定仮設：H2ｍ程度　
単管組メッシュフェンス
H鋼固定式
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１級建築士（国土交通大臣登録）
第275213号　冨樫　武也

R3年6月 A-２
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建築面積算定
（2.5m-1m-1m）×（31.4m-0.05-1m-1m）
＝0.5m×29.35m
＝14.675㎡
≒14.67㎡
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作図 照査

立面図　基礎伏図

本庁舎駐車場ｱﾌﾟﾛｰﾁ屋根等工事

鶴岡市建設部建築課

既設　消雪用配管埋設部分FL±0
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１級建築士（国土交通大臣登録）
第275213号　冨樫　武也

R3年6月 A-３
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FL±0

既存市役所
玄関アプローチ屋根

CH=FL＋2860

屋根重複部分
W＝0.05ｍ
L＝2.5ｍ

南面立面図　S：１/100

アプローチ屋根基礎伏図　S：１/100

アプローチ屋根基礎については、基礎大きさ900㎜角、高さ500㎜を確保し、
埋設柱面から110mm（かぶり）を確保できれば偏心しても可

基礎天端高さについても現場現況高さを確認し施工図を提出すること
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市役所側アプローチ屋根基礎天端はFL-100

車道側アプローチ屋根基礎天端は
FL-200

基礎天端FL－100

S：1/100

※既存市役所玄関アプローチと重複する部分の
ｸﾘｱﾗﾝｽは必ず100㎜以上確保すること
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東面立面図　S：１/100

市役所側車道側

既存歩車道境界ブロックW200　H100消雪配管埋設部W300
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柱脚基礎撤去処分
４５０角　H=30～200程度×10カ所

鉄骨フレームφ80　撤去処分

屋根膜体　撤去処分　t1mm程度

基礎撤去部　モルタル復旧450角×10カ所
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長手方向立面図　１/５０

平面図兼屋根鉄骨伏図１/５０
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辺
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面
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80

鉄骨フレームφ８０

作図 照査
本庁舎駐車場ｱﾌﾟﾛｰﾁ屋等工事

鶴岡市建設部建築課

年 月 日 工事名

図面名

図 面
番 号
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１級建築士（国土交通大臣登録）
第275213号　冨樫　武也

R3年6月 A-4

S：1/50地下タンク上部膜体フレーム撤去図

※現状盤‐50㎜程度まで撤去

※表面仕上げ：刷毛引きまたは木ごて押さえ程度
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